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<調査の概要> 

１ 調査の目的 

学校部活動の地域移行等に向けた取組を検討する基礎資料とするため，市立小中学

校の児童生徒やその保護者，教職員，部活動地域支援者，運動・スポーツおよび文化芸

術関係団体に対し，アンケート調査を実施する。 
 

２ 調査期間 

  令和５年（２０２３年）１２月８日（金）～１２月２６日（火） 
 

３ 調査対象および調査方法 

対 象 調 査 方 法 対象者数 

小学校４～６年生 Google フォームで回答 

学習用端末（Chromebook）を活用 

４，６４７ 

中学校１～２年生 ３，０５９ 

上記小学生保護者 Google フォームで回答 

回答用ＱＲコード入りチラシを配付 

４，６４７ 

上記中学生保護者 ３，０５９ 

小学校教職員 Google フォームで回答 

回答用ＵＲＬを配付，各自回答 

  ７４２ 

中学校教職員   ４１１ 

部活動地域支援者 調査票による配付・回収    ２８ 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
調査票による配付・回収    ９２ 

 
４ 調査回答数（回答率） 

対 象 回 答 者 数（回答率） 

小学校４～６年生 ３，５９２（７７．３％） 

中学校１～２年生 ２，４６５（８０．６％） 

上記小学生保護者 １，３３８（２８．８％） 

上記中学生保護者 １，１４６（３７．５％） 

小学校教職員   ５３１（７１．６％） 

中学校教職員   ２８８（７０．１％） 

部活動地域支援者 ２２（７８．６％） 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
５３（５７．６％） 

 

５ 集計方法 

・結果数値は小数第２位を四捨五入していますので，合計で１００％とならない箇所があり 

ます。 

・複数回答の項目における割合（％）については，回答者数を分母として集計しています。 

 

 

※部活動地域支援者とは，中学校の各種部

活動で，顧問教員を補佐し，専門的な技術

指導を行う外部人材のことです。 



2 

 

<アンケート調査結果> 

 

問１ あなたが現在担当している部活動の競技・種目は何ですか（複数回答）。 

 

 

 

 

 

4人, 19.0%

4人, 19.0%

3人, 14.3%

3人, 14.3%

2人, 9.5%

2人, 9.5%

1人, 4.8%

1人, 4.8%

1人, 4.8%

1人, 4.8%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

野球

吹奏楽

ソフトテニス

バドミントン

バスケットボール

卓球

サッカー

バレーボール

ハンドボール

合唱

陸上競技

リコーダー

美術

書道

パソコン

科学

家庭科

その他
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問２ 平日の部活動の時間についてどのようにお考えですか。 

（※現在，平日の部活動の活動時間は２時間程度としています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 休日の部活動の時間についてどのようにお考えですか。 

（※現在，休日の部活動の活動時間は３時間程度としています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状よりも長い方

がよい
27.3%

現状のままでよい
72.7%

現状よりも短い方

がよい
0.0%

現状よりも長い方

がよい
47.6%

現状のままでよい
47.6%

現状よりも短い方

がよい
4.8%
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問４ 休養日の日数についてどのようにお考えですか。 

（※現在，部活動は週当たり２日以上の休養日を設けることとしています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 函館市教育委員会では，教員に代わり部活動顧問を担い，単独での指導や大会等への

引率が可能となる「部活動指導員」の任用整備を検討しています。部活動指導員の制度

を導入した場合，あなたは指導員となることを現段階で希望しますか。 

＊「部活動指導員」とは，会計年度任用職員として教育委員会が任用し，校長の監督を

受け，部活動の運営を単独で行うことができるもので，主な職務としては実技指導，

学校外での活動・大会引率，用具・施設・部費の管理，保護者等への連絡，年間指導

計画の作成，事故が発生した場合の現場対応等があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状よりも多い方

がよい
10.0%

現状のままでよい
75.0%

現状よりも少ない

方がよい
15.0%

希望する
18.2%

希望しない（現行

の地域支援者のま

まがよい）
45.5%

勤務条件，報酬が

分からないと判断

できない
36.4%
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問６ 部活動指導員になる場合，どの競技・種目の部活動に携わりたいですか 

（複数回答）。 

（問５で，「希望する」を選択した部活動地域支援者のみ回答） 

※掲載を省略します。 

 

問７ 部活動指導員になる場合，どの学校で携わりたいですか。 

（問５で，「希望する」を選択した部活動地域支援者のみ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の学校で担当したい
40.0%

他の学校でも良い
60.0%
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問８ 休日の学校部活動の地域移行において，期待することはありますか（複数回答）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他（自主性の向上 など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

14人, 63.6%

6人, 27.3%

15人, 68.2%

5人, 22.7%

16人, 72.7%

2人, 9.1%

専門知識や技術の向上

設備の整った場所で練習できること

子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校部

活動にはない様々な活動が選択できる

他校の生徒等と交流できること

教員の負担軽減につながること

その他
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問９ 休日の学校部活動の地域移行について，課題となることは何ですか（複数回答）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他（活動場所の確保（冬季，行政の支援）など） 

 

問10 部活動の地域連携や地域移行について，ご意見等ございましたら記載くださ

い。 

    ※掲載を省略します。 

15人, 71.4%

11人, 52.4%

8人, 38.1%

7人, 33.3%

11人, 52.4%

9人, 42.9%

12人, 57.1%

2人, 9.5%

4人, 19.0%

1人, 4.8%

受け皿となる団体や指導者の確保

部活動顧問（教員）と指導者との指導の違い

指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至

上主義など）

中学校３年間において継続した活動

会費等の経済的負担

学校以外の活動場所までの移動手段や送迎の負担

事故やトラブルへの対応や補償

他校の生徒との人間関係

その他

特になし


